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2025年3⽉期 決算ハイライト

連結売上⾼ 連結営業利益

1,110.3億円
前期⽐

+9.5％

（百万円）

109.0億円
前期⽐

+6.0％

（百万円）
3期連続で過去最⾼を更新

4期連続で増収 4期連続で増益

2010/3期以来
過去最⾼を更新
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ー FC店への⾷材出荷売上を含むチェーン全店において38ヶ⽉連続で同⽉⽐過去最⾼を更新
ー 2024年8⽉と2025年1⽉に単⽉売上⾼で創業以来、過去最⾼を更新

同⽉⽐過去最⾼売上を38ヶ⽉連続で更新
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24/3期までの単⽉過去最⾼売上⾼

1⽉

創業以来、
単⽉の過去最⾼売上⾼を更新

8⽉



曜⽇差が影響

既存店売上⾼ 既存店客数 既存店客単価
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ー既存店売上⾼は、すべての⽉で前年を上回り推移
ー 2024年6⽉と2025年2⽉に実施した2回の価格改定後も客数は増加し、好調を継続

2025年3⽉期の既存店動向
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ー価格改定による客単価増加に加え、客数も引き続き増加
ー昨年8⽉に直営全店に導⼊したテイクアウトネット予約がさらなる需要の取り込みに貢献

2025年3⽉期 売上⾼増減分析
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ー増益の主因は客数増や2度の価格改定による客単価の上昇。客数はQSC向上とともにロイヤルカスタマーの抱え込みが奏功
ー⾷材価格の上昇や⼈件費など諸コストの増加を増収効果で吸収し、営業増益を達成

2025年3⽉期 営業利益増減分析
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*国内店舗 **2024年10⽉1⽇付で普通株式1株につき3株の割合で株式分割。1株当たり四半期純利益の算出は分割後の株数で遡及修正 9

2025年3⽉期 損益計算書概要
2025/3期

2024/3期2023/3期
（百万円）

期初計画⽐
前期⽐

実績期初計画
増減率増減額

+1,158+9.5%+9,632111,033109,875101,40193,022売上⾼

-+12.3%+8,24775,232-66,98558,703店内飲⾷*

-+2.2%＋55826,129-25,57126,113テイクアウト・デリバリー*

+186+9.3%＋7819,2099,0228,4287,891FC売上*

+564+8.7%＋6,04275,06275,03769,56063,657売上総利益

▲291+6.0%+61810,90411,19610,2867,981営業利益

---9.8%10.2％10.1％8.6％利益率

▲61＋7.8％＋81511,31211,37310,4969,140経常利益

＋101＋2.0％＋1608,0717,9707,9116,213親会社株主に帰属する当期純利益

---7.3％7.3％7.8％6.7％利益率

---142.88141.16140.15110.171株当たり当期純利益**

+1.5pt-±0pt+8.2％+6.7%+8.2％+8.7％売上変化
既存店動向
（前年⽐） --▲3.3pt+1.7％-+5.0％+5.3％客数変化

--+3.3pt+6.4％-+3.1％+3.2％客単価変化



*国内店舗 **2024年10⽉1⽇付で普通株式1株につき3株の割合で株式分割。1株当たり四半期純利益の算出は分割後の株数で遡及修正 10

2025年3⽉期 損益計算書概要（四半期）
2025/3期2024/3期2023/3期

（百万円） 4Q3Q２Q1Q4Q3Q2Q1Q4Q3Q2Q1Q

29,58827,56527,45726,42125,87225,78425,12124,62323,96323,92222,51822,617売上⾼

20,21818,65618,54317,81317,26117,03416,53816,15115,41515,19113,97014,125店内飲⾷*

6,8576,4346,5356,3006,3826,4346,4316,3226,4646,5636,5686,517テイクアウト・デリバリー*

2,3862,3532,2602,2092,1192,2022,0532,0531,9862,0721,9191,912FC売上*

20,01718,63118,87618,07617,93717,70817,12716,78516,40016,28815,41315,555売上総利益

3,3102,3462,8062,4412,7642,5322,5732,4152,0472,1131,6352,185営業利益

11.2%8.5％10.2％9.2%10.7％9.8％10.2％9.8％8.5％8.8％7.3％9.7％利益率

3,4252,4162,8932,5762,7542,6192,6052,5172,1052,1771,8113,044経常利益

2,8651,5601,9431,7022,2811,7321,7612,1351,7061,4341,2001,872親会社株主に帰属する四半期純利益

9.7％5.7％7.1％6.4%8.8％6.7％7.0％8.7％7.1％6.0％5.3％8.3％利益率

50.71円27.62円34.41円30.15円40.44円30.71円31.22円37.84円30.23円25.4円21.26円33.2円1株当たり四半期純利益**

+13.1%+5.6%+7.7%+6.1%+6.6%+7.0%+11.0%+8.4%+8.8%+6.2%+9.7%+10.2%売上変化
既存店動向
（前年⽐）

+3.1%+0.1%+0.4%+3.2%+3.6%+3.8%+7.9%+4.7%+4.1%+2.1%+7.4%+8.3%客数変化

+9.7%+5.5%+7.3%+2.8%+2.9%+3.1%+2.9%+3.5%+4.6%+4.0%+2.1%+1.7%客単価変化
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（参考）四半期発⽣ベースの業績推移
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ー好調な業績を背景に営業活動キャッシュ・フローは継続してプラス
ー更なる成⻑に向けて投資キャッシュ・フローも増加基調にあるものの、フリーキャッシュ・フローは9四半期連続で⿊字計上

2025年3⽉期 キャッシュ・フローの状況

2025/3期2024/3期2023/3期

4Q3Q2Q1Q4Q3Q2Q1Q4Q3Q2Q1Q（百万円）

4,7461,8422,6891,9384,3042,4892,1513,2733,7514781,7431,353営業活動によるキャッシュ・フロー

3,3502,3762,8762,5542,6882,5962,6212,8481,9872,1631,8042,804税引前四半期純利益

820795763729753710679659715674647636減価償却費

▲910737▲474505▲524291▲308255▲158173▲333322債権債務増減

▲1,107▲1,125▲1,174▲1,168▲839▲1,055▲920▲408▲978▲984▲613▲654投資活動によるキャッシュ・フロー

▲1,047▲1,027▲1,046▲1,060▲887▲958▲841▲796▲873▲940▲555▲838有形固定資産の取得による⽀出

3,6397171,5157703,4651,4341,2312,8652,796▲3801,188515フリーキャッシュ・フロー

▲500▲1,913▲502▲1,911▲500▲1,818▲500▲1,910▲500▲1,676▲2,659▲4,673財務活動によるキャッシュ・フロー

▲500▲500▲500▲500▲500▲500▲500▲500▲500▲547▲2,658▲3,358借⼊⾦等の増減額（▲は減少）

0▲1,4130▲1,4110▲1,3170▲1,4100▲1,1280▲1,315配当⾦の⽀払額

38,12034,96936,17235,15636,29633,33233,71332,98332,02929,75731,93933,466現⾦及び現⾦同等物の期末残⾼
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ー財務安定性はさらに強化。⾃⼰資本⽐率は76.8％

2025年3⽉期 バランスシートの状況

増 減2025/3期2024/3期2023/3期
（百万円、%）

＋1,03516,01114,97512,624流動負債

-2,0002,0002,0001年内⻑期借⼊⾦

▲1,4676,3837,8518,709固定負債

▲2,0003,0005,0007,000⻑期借⼊⾦

▲43222,39422,82721,333負債合計

＋5,38773,51668,12963,561株主資本

-8,1668,1668,166資本⾦

＋1029,5629,4599,393資本剰余⾦

＋5,24766,34461,09656,630利益剰余⾦

＋36▲10,556▲10,593▲10,629⾃⼰株式

＋216＋721505▲791その他の包括利益累計額

＋5,60274,23868,63562,770純資産合計

＋5,17096,63291,46284,103負債・純資産 合計

増 減2025/3期2024/3期2023/3期
（百万円、%）

+2,48443,09240,60735,869流動資産

＋1,82338,12036,29632,029現⾦預⾦

＋2,68653,54050,85448,234固定資産

＋1,84639,59637,75036,129有形固定資産

＋1,59915,39413,79512,177建物及び構築物

-19,90219,90220,134⼟地

＋172318145197無形固定資産

＋66713,62612,95911,907投資等

＋7284,8944,1663,855投資有価証券

＋24,7054,7024,510差⼊保証⾦

0▲13▲14▲14貸倒引当⾦

＋5,17096,63291,46284,103資産合計

資産の部 負債・純資産の部
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ー売上⾼の前提となる既存店売上⾼は通期で7.0％増を想定。売上⾼・営業利益ともに過去最⾼の更新を計画
ー利益率は更なるコストアップが影響

2026年3⽉期 通期計画（年度⽐較）

2026/3期
2025/3期

実績
2024/3期

実績
2023/3期

実績（百万円） 前期⽐
通期計画

増減率増減額

＋7.8％＋8,697119,731111,033101,40193,022売上⾼

+7.0%+6,943106,81799,874--（既存店売上）

＋7.3％＋5,53481,13675,60269,56063,657売上総利益

＋3.4％＋36611,27110,90410,2867,981営業利益

--9.4％9.8%10.1%8.6%利益率

＋0.9％＋10411,41711,31210,4969,140経常利益

--9.5％10.2%10.4%9.8%利益率

＋0.2％＋138,0858,0717,9116,213親会社株主に帰属する当期純利益

--6.8％7.3%7.8%6.7%利益率

--154.57**142.88円140.15円110.17円1株当たり当期純利益*
*2024年10⽉1⽇付で普通株式1株につき3株の割合で株式分割。1株当たり四半期純利益の算出は分割後の株数で遡及修正 **2025年5⽉16⽇の⾃⼰株式取得を反映して算出。2025年5⽉15⽇発表の決算短信より更新
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ー 2026年3⽉期は新規出店12店舗（直営8店舗、FC4店舗）、退店4店舗（直営1店舗、FC3店舗）、FCの直営化4店舗
ー期末店舗数は、8店舗増の736店舗を計画

出退店計画

729

737
734 734 732 731

728

736

2019/3期 2020/3期 2021/3期 2022/3期 2023/3期 2024/3期 2025/3期 2026/3期

（店）
期末店舗数

（計画）

+8店舗
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ー 2026年3⽉期は80億円と積極的な投資を計画
ー満席率の向上を⽬的とした客席レイアウトの変更や厨房の⽣産性向上を⽬的とした既存店改装投資を拡⼤
ー久御⼭⼯場の麺の製造ラインへの投資など品質と⽣産性の向上を⽬的とした投資を実施

設備投資計画

2,057 
1,617 

2,646 
3,164 3,294 3,298 

3,872 

4,771 

8,065 

3,038 
2,477 

2,462 2,489 2,548 2,648 2,777 
3,075 3,300 

2018/3期 2019/3期 2020/3期 2021/3期 2022/3期 2023/3期 2024/3期 2025/3期 2026/3期

設備投資額 減価償却費

2026/3期 計画2025/3期 実績（百万円）

1,640956新店投資

4,7822,716既存店改装投資

1,108780⼯場投資

534318その他

8,0654,771合計
（計画）

（百万円）

設備投資額



2025年3⽉期の取り組み
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餃⼦が美味しい王将から
中華が美味しい王将へ

餃⼦が美味しい王将から
中華が美味しい王将へ

｢おいしい⼒｣
の追求

｢おいしい⼒｣
の追求

18

ー王将調理道場での調理研修を引き続き実施、料理⼈の技術と知識を向上
ー「餃⼦の王将をもっと美味しく challenge2024」と掲げ、料理のさらなる品質向上を推進

継続的な「おいしい⼒」の追求

Challenge
2024

餃⼦をはじめ、
グランドメニュー

13品⽬の
おいしさを

アップグレード

第⼀弾・第⼆弾

調理知識 受講者数（4⽉〜3⽉）

4,828名

調理知識研修 知識の向上知識の向上

応⽤⼒を養う応⽤⼒を養う

調理技術

受講者数（4⽉〜3⽉）

23,435名
受講者数（4⽉〜3⽉）

1,140名
基礎基本の徹底基礎基本の徹底

王将スタンダードの徹底王将スタンダードの徹底
オンライン調理研修実地研修
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100.0

125.7

134.3

150.1

22/3期 23/3期 24/3期 25/3期

⼼温まる接客⼒をさらに向上

ー引き続き外部の講師による接客応対研修を実施
ー接客のプロである「接客トレーナー」の育成を⽬的とした実践研修をスタート
ー⼈にしかできない「⼼温まる接客⼒」をさらに向上、お客様から寄せられるお褒めメールも増加基調

お褒めメール件数の推移

（2022年3⽉期 = 100）

的確スムーズな座席の案内、笑
顔での注⽂の確認と正確性、追加注⽂時の
迅速な対応をはじめ無駄のないフットワー
ク等素晴らしいと思います。

⼼温まる接客⼒の向上

いつもの接客に「ひと声の声掛け」をプラス

⼈にしかできない、「優しい余計なお世話」をする

●⾬の中ご来店ありがとうございます ●焼き⽴て熱々の餃⼦をお持ちしました

●写真をお撮りする ●⾷べやすいカットをご案内する
●離乳⾷を温めて差し上げる

接客応対研修 接客トレーナーの育成+

店員さんたちの元気な接客も、
餃⼦の王将の魅⼒の⼀つです。 活気あふれ
る店内で、明るい笑顔と元気な声に迎えら
れると、こちらも⾃然と笑顔になります。
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当期2回⽬の価格改定を実施

ー⽶をはじめとする原材料価格や、物流費、光熱費等の著しい⾼騰を背景に、2025年2⽉に2度⽬となる価格改定を実施
ー 2回の価格改定による増収効果は＋6.7％

原材料の国内卸売物価指数推移 2⽉14⽇からグランドメニューを価格改定

80

100

120

140

160

180

1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1

2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

（出所）⽇本銀⾏ *2020年の平均を100とした推移

⼩⻨粉

豚⾁

⽶
⽶の価格は2022年から約2倍に上昇

100

鶏⾁

グ
ラ
ン
ド
メ
ニ
ュ
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品
⽬
を
改
定

20円〜150円 改定（税抜）



曜⽇差が影響

90

100

110

120

1⽉ 2⽉ 3⽉ 4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉ 4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉ 4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉

2022年 2023年 2024年 2025年

21

ー料理品質向上の取り組みにより価格以上の価値を感じていただき、価格改定後も客数・客単価は好調に推移

価格改定後も客数は増加、さらなるファンを獲得

100

価格改定 価格改定 価格改定 価格改定

既存店客数

既存店客単価

既存店売上⾼

価格改定
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ーぎょうざ倶楽部を軸に、ロイヤルカスタマー創出につながるキャンペーンを推進

販売促進活動にも注⼒、各種キャンペーンを積極的に展開

価格改定2025年価格改定2024年

3⽉2⽉1⽉12⽉11⽉10⽉9⽉8⽉7⽉6⽉5⽉4⽉2025年3⽉期の
主なキャンペーン内容

2024年版ぎょうざ俱楽部
お客様感謝キャンペーン

2025年版ぎょうざ倶楽部
お客様感謝キャンペーン

「1,000億円突破⼤感謝祭」

ぎょうざ倶楽部
｢スタンプ2倍押し!!｣キャンペーン

⽣餃⼦ スタンプキャンペーン

⽣ビール 乾杯キャンペーン

年末年始お客様感謝キャンペーン

令和6年 創業祭

1⽉15⽇ 〜6⽉9⽇

6⽉28⽇〜12⽉15⽇

4⽉1⽇
~4⽉30⽇

4⽉16⽇
〜4⽉30⽇

6⽉1⽇
〜6⽉30⽇

8⽉1⽇〜11⽉30⽇

9⽉16⽇
〜9⽉30⽇

5⽉1⽇
〜5⽉15⽇

100円
割引券

2杯⽬以降
100円引き

7⽉1⽇
〜7⽉31⽇

30円引き

8⽉1⽇
〜8⽉15⽇

2杯⽬以降
100円引き

9⽉1⽇
〜9⽉30⽇

5⽉16⽇
〜5⽉31⽇

100円
割引券

2024年12⽉16⽇
〜2025年1⽉13⽇

10⽉16⽇
〜10⽉31⽇

10⽉1⽇
〜10⽉31⽇

30円引き 100円
割引券

11⽉1⽇
〜11⽉15⽇

2杯⽬以降
100円引き

12⽉1⽇
〜12⽉30⽇

1⽉15⽇〜6⽉9⽇

営業開始⽇
〜1⽉31⽇

30円引き

2⽉1⽇
〜2⽉15⽇

100円
割引券

2杯⽬以降
100円引き

3⽉1⽇
〜3⽉31⽇

11⽉16⽇
〜11⽉30⽇

3⽉16⽇
〜3⽉31⽇

5⽉1⽇〜6⽇ 6⽉13⽇・14⽇

スタンプ
2倍押し

250円
割引券贈呈

12⽉24⽇・25⽇

250円
割引券贈呈
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172 191 200 219
260

327

241

304

6
8 8 9 11 13 10 1215

23
29

34
40

48
53

58

8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉

2024年 2025年

売上⾼（百万円） 注⽂件数（万件） 累計登録者数（万⼈）

テイクアウトネット予約を直営全店に導⼊

ー 2024年8⽉から、スマホで決済まで可能な「テイクアウトネット予約」を直営全店に導⼊し、FC加盟店へも拡⼤
ー機能の拡充と利便性の向上により、利⽤者の更なる増加、ロイヤルカスタマーの創出を推進

今後の機能拡充予定テイクアウトネット予約の利⽤者数・売上⾼の推移

スタンプ
押印

スタンプ
押印

アプリ会員
割引適⽤

アプリ会員
割引適⽤

クーポン
利⽤

クーポン
利⽤

利便性
向上
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⼈的資本への投資を積極的に推進

ー 2014年度より、継続的に⼈的資本への投資を実施。2013年度からの賃⾦改定率の累計は177.6%
ー昨年に引き続き１⼈当たり平均30,139円と⾼⽔準の賃上げ（賃上げ率8.2％）を実施。直近3年間の賃上げ率は約29％

賃⾦改定率の累計

100.0
108.4

112.4
116.1

119.9
123.9

129.2 131.9 134.8 137.6

147.3

164.2

177.6

13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

（2013年度の賃⾦=100）

⼀⼈当たり平均

30,139円

２０２５年⽉例給引き上げ額

直近３年間の賃上げ率
約29%
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ー直営12店舗（リロケート含む）、FC2店舗を新規出店
ー 2025年3⽉期末の店舗数は728店舗

店舗展開状況

新規出店
14店舗

（リロケート含む） ⾦閣寺店
（京都府京都市）

5⽉ 直営

ジョイ・ナーホ ⾚坂⾒附店
（東京都港区）

5⽉ 直営

パルティ・フジ坂店
（広島県安芸郡坂町）

7⽉ FC

ブランチ博多店
（福岡県福岡市）

4⽉ 直営

国道16号岩槻店
（埼⽟県さいたま市）

7⽉ 直営

なんばグランド花⽉店
（⼤阪府⼤阪市）

8⽉ 直営

吉祥院⼋条通店
（京都府京都市）

10⽉ 直営

久喜店
（埼⽟県久喜市）

11⽉ 直営

蓮⽥店
（埼⽟県蓮⽥市）

11⽉ FC

12⽉ 直営

江南店
（愛知県江南市）

12⽉ 直営

イオン新浦安店
（千葉県浦安市）

御影店
（兵庫県神⼾市）

3⽉ 直営

チャチャタウン⼩倉店
（福岡県北九州市）

3⽉ 直営3⽉ 直営

平⼿店
（愛知県名古屋市）



26

⼯場への設備投資を強化

ー久御⼭⼯場の麺の製造ラインや、九州⼯場の餃⼦成形機を最新設備に更新するなど、品質の向上と⽣産能⼒の増強
ー積極的な投資が今後の成⻑基盤へ

久御⼭⼯場 九州⼯場

麺の製造ラインを更新
投資額 約3億3,000万円

餃⼦成形機を最新設備へ更新
投資額 約１億円
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ー ⾷を通じた⼦どもたちへの⽀援を⽬的に、2021年の初回⽀援以降、累計提供⾷数は96万⾷超に
ー 被災地復興応援メニューを販売し、2024年度は代⾦の内80円を能登半島地震・豪⾬ 被災地の⼦どもたちのための⽀援活動に寄付

⼦どものいまと未来に向けた取組︓⾷を通じた⼦どもたちへの⽀援

 2011年東⽇本⼤震災時に炊き出しをした
ラーメンをベースにし、毎年3⽉のフェアメニュー
として販売

 売上1杯当たり80円を、セーブ・ザ・チルドレン
が実施する能登半島地震・豪⾬ 被災地の⼦ど
もたちのための⽀援活動に寄付

被災地復興応援メニューの販売お⼦様弁当⾷事⽀援

 学校の⻑期休み期間に合わせて、当社の全国の直営店舗
が各地のこども⾷堂等に「お⼦様弁当」を無償で提供

提供数提供団体数実施時期

7万4千⾷1,022団体春休み
2024年 11万2千⾷1,300団体夏休み

8万2千⾷1,009団体冬休み
11万3千⾷1,711団体春休み2025年

96万4千⾷11,468団体
初回（2021年夏休み）からの

合計 12回

寄付⾦額販売数量販売⽉

2,725万円34万⾷2025年3⽉

2億277万円420万5千⾷
初回（2011年6⽉）からの

合計
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ー能登半島復興⽀援として、⽯川県七尾市の⼩学校へ餃⼦・野菜煮込みラーメンの⾷事を提供（2025年4⽉26⽇）
ー今後キッチンカーを活⽤した災害⽀援や、外⾷が難しい⾼齢者に対し、⾼齢者施設等への訪問などを検討

餃⼦の王将キッチンカー 初始動による⾷を通じた社会貢献



2026年3⽉期の取り組み

29
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ー QSCレベル向上の好循環サイクルにより、好調な売り上げの継続を図る
ー現場⼒の強化には、調理技術・調理知識の向上、⼼温まる接客⼒の向上が基盤となる

引続きQSCレベルの向上に着⼿

好調な売上の継続

QSCレベル向上の好循環サイクルにより
既存店売上100％以上を継続

王将アカデミー
（⼈材育成）

従業員

QSCレベルの
向上

モチベーション
アップ

顧客満⾜度の
向上

従業員の
頑張りに対する

評価
好調な

店舗業績

「プロ集団の形成」
調理師免許の取得⽀援

「王将道場での研修強化」
技術・知識向上

現場⼒の強化

⼈にしかできない
「⼼温まる接客⼒」

「接客トレーナーの育成」
外部講師による接客研修
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ー「餃⼦の王将をもっと美味しく Challenge 2025」と題し、料理のさらなる品質向上を⽬指した取り組みを継続
ー今年度は餃⼦の王将史上最⾼の旨麺を開発、4⽉12⽇より提供開始
ー毎年⼤⼈気の期間限定メニュー「冷し中華」「⾟い!冷し中華」をさらに美味しくリニューアル

餃⼦の王将をもっと美味しく、今年度は「麺」をリニューアル

麺に使⽤する卵の調合などを⾒直し、麺の
厚みや⼩⻨粉の練り具合などを絶妙なバラ
ンスにすることで、コシのあるしっかりと
した弾⼒感とコクが加わりました。北海道
産⼩⻨の⾵味をより味わっていただけます。

配合を改良した上で、更に太さのある
「平打ち麺」を新開発。
太さがあることでラーメンスープに良く
絡み、具材に負けない存在感と⾷べ応え
がアップ。

改良のポイント

新登場の「平打ち麺」
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164 161 155
172

194

223

93.2

100 98.5
102

109.4

124.4

2020/3期 2021/3期 2022/3期 2023/3期 2024/3期 2025/3期

プラチナ会員カードを導⼊、ロイヤルカスタマーをさらに拡⼤
ーぎょうざ倶楽部会員（ロイヤルカスタマー）は会員数、売上⾼ともに23/3期以降増加のペースが加速

全社売上に占めるロイヤルカスタマーの割合は2割超
ー 2025年版キャンペーンでは新たにプラチナ会員カードを導⼊、ロイヤルカスタマーをさらに拡⼤

ぎょうざ倶楽部会員の売上⾼推移

ぎょうざ倶楽部会員数（万⼈） ぎょうざ倶楽部会員カード利⽤売上⾼（億円）

2017年度版からスタート

2025年度版からスタート

お会計⾦額税込み500円毎にスタンプ1個押印

ゴールド会員カード
（7％割引）

シルバー会員カード
（5％割引）

プラチナ会員カード
（10％割引）

2000年度版からスタート

+14%

+7%

+13%
+15%

24年版

23年版

22年版
21年版20年版

19年版

さらに
スタンプ

50個で交換

さらに
スタンプ

25個で交換

スタンプ
25個で交換
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475
827

1,302 1,390 1,476

2,226 2,375
2,716

4,782

18年/3期 19/3期 20/3期 21/3期 22/3期 23/3期 24/3期 25/3期 26/3期
（計画）

改装投資を⼤幅に増額し、既存店の⽣産性をさらに向上

ー餃⼦レンジなど厨房機器を増設し、既存店の⽣産性をさらに向上
ー客席のリニューアルも含めた既存店改装投資額は、前期⽐76％増の47億円を計画

厨房・客席の改修投資 既存店改装投資額の推移

（単位︓百万円）
餃⼦レンジを増設 中華レンジを増設

清潔感がある
⼊りやすい
店舗への改装

厨房機器の
増設による
⽣産性向上

店内の家具の⼊れ替や照明のLED化、ポスターパネルを設置
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226,500

278,500

300,000

2023年度 2024年度 2025年度

⼈的資本への積極的な投資を継続、⼈材を確保

ー⼤卒初任給は21,500円引き上げて、業界トップレベルの30万円とし、昨年度を上回る70名の⼤卒採⽤を計画
ー採⽤活動を強化し、事業拡⼤に寄与できる⼈材の獲得を⽬指す

採⽤活動を強化⼤卒初任給の推移

34

51

70

2023年度
実績

2024年度
実績

2025年度
計画

⼤卒採⽤実績と計画

（円） （⼈）

トップ⾃らが会社のビジョンや魅
⼒を語ることで、求職者の共感と
志望度を⾼める

社⻑セミナーの開催

リクルート映像制作・配信
映像コンテンツの製作

エリア別社内説明会を実施
インナー採⽤の強化



258
313

416
462

2022年3⽉期 2023年3⽉期 2024年3⽉期 2025年3⽉期
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海外展開

ー現地の嗜好に合わせた味付けや⽇本式の焼き餃⼦は⼤変好評であり、コロナ禍を乗り越えて業績は好調に推移
ー昨年9⽉に台湾⼦会社の増資を実施、新規出店を含めた今後の更なる積極展開に備える

台湾売上⾼*（直営店2店舗）

⾼雄漢神巨蛋店

台北統⼀時代店

（単位︓百万円）

注︓連結⼦会社（12⽉末決算）における単体の実績



株主還元
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13 16 20 20 20 20 20 16 16 20 23 25 28

20 16
21 20 20 20 20

16
23

25 25
28 2833 33

41 40 40 40 40
33

40
45 48

53 56

2014/3期 2015/3期 2016/3期* 2017/3期* 2018/3期 2019/3期 2020/3期 2021/3期 2022/3期 2023/3期 2024/3期 2025/3期 2026/3期

1株当たり中間配当⾦（円） 1株当たり期末配当⾦（円）
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ーコロナ禍以降、DOE（株主資本配当率）は約4%、配当性向は30〜40％で推移
ー当⾯はこの⽔準を意識しつつ、安定配当と成⻑投資加速の両⽴を図る
ー 2026年3⽉期の年間配当は56円への増配を計画（中間配当は28円）、4年連続で過去最⾼を更新する⾒込み

株主還元

46.7
53.5

59.1 58.8 61.5
53.7

42.4 43.8

25.6

40.8
34.5 36.4 37.7

5.0 4.7 5.6 5.2 5.0 4.8 4.6 
3.6 4.0 

4.2 4.2 4.2 4.1 

配当性向（％） DOE（％）

*2016/3期は記念配当を含む *2016/3期、2017/3期は単体
（予想）

**2024年10⽉1⽇付で普通株式1株につき3株の割合で株式分割。1株当たり配当⾦の算出は分割後の株数で遡及修正

配当額は過去最⾼を連続更新
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⾃⼰株式の取得と消却を発表

ー 2025年5⽉に⾃⼰株式の取得を実施、⾃⼰株式の消却を予定

⾃⼰株式の取得 ⾃⼰株式の消却

当社普通株式取得した株式の種類

4,200,000株取得した株式の総数

14,490,000,000円株式の取得価格の総額

2025年5⽉16⽇取得⽇

東京証券取引所の⾃⼰株式⽴会外買付取引
（ToSTNeT-3）による買付け取得⽅法

1.⾃⼰株式取得の狙い

さらなる株主還元強化、資本効率の向上

2.取得の内容

1.消却する株式の種類 ︓ 当社普通株式

2.消却する株式の総数 ︓ 5,000,000株

3.消却予定⽇ ︓ 2025年5⽉30⽇

ご参考

増減率増減株数2025年5⽉末
（予定）2025年3⽉末

▲7.2％▲5,000,000株64,858,690株69,858,690株発⾏済株式数

▲6.0％▲800,000株12,548,629株13,348,629株⾃⼰株数

▲7.4％▲4,200,000株52,310,061株56,510,061株発⾏済株式数
（⾃⼰株式除く）

発⾏済み株式数と⾃⼰株式数の増減



コロナ禍

8.7%
9.4%

8.7%
8.1%

9.0%

10.9%

8.3%

15.7%

10.2%

12.0%
11.3%

0.06

0.08

0.1

0.12

0.14

0.16

2015/3期 2016/3期 2017/3期 2018/3期 2019/3期 2020/3期 2021/3期 2022/3期 2023/3期 2024/3期 2025/3期
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ROEの推移

ー ROEはコロナ禍などの影響があったものの、上昇基調。2025/3期も11％超と⼆桁の⽔準
ー⾃⼰株式取得の実施により、ROEのさらなる上昇を⾒込む（押し上げ効果は2.2ポイント※）

コロナ禍に伴う補助⾦
収⼊を除いたベース

＜押し上げ効果(参考値)の算出⽅法＞
2025/3期当期純利益

(同期末純資産－⾃⼰株式取得⾦額)

※



中期経営計画（〜2027年3⽉期）
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ー⾼い増収ピッチを着実に継続し、10年後に2,000億円達成を⽬指す

10年後の⽬標

806 847 930 1,014
1,110 1,197

21/3期 22/3期 23/3期 24/3期 25/3期 26/３期 27/3期 28/3期 29/3期 30/3期 31/3期 32/3期 33/3期 34/3期

2034/3期
売上⾼︓2,000億円
店舗数︓1,000店舗

2025/3期
売上⾼︓1,110億円
店舗数︓728店舗

年平均成⻑率︓8％

年平均成⻑率︓7.2％
直営既存店 新店・FC売上

⽬標に向けた売上⾼の推移
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⼤⽬標

⼤⽬標
計画的・効果的な新規出店・リロケート店舗のQSC レベルの更なる向上

資本コストや株価を意識した経営の実現⼈材育成・教育体制の構築

統合報告書の作成店舗の⽣産性向上

レピュテーション管理体制の構築FC事業の拡⼤

⼈材採⽤強化とインナー採⽤推進ロイヤルカスタマーの獲得

⼈事DXキッチンカー（移動販売）事業

ダイバーシティ＆インクルージョンの推進海外事業の拡⼤

デジタルの利活⽤品質保証への取り組み

安⼼・安全なシステムの提供⼯場⾃動化（DXシステム導⼊）

ハラスメント・不祥事の撲滅物流省⼒化

⁃ 中期経営計画の遂⾏により⼀層の資本収益性を⾼め、今後の成⻑性に対する市場の評価を得るための施策を進める
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ー今後は当期に発⽣したキャッシュフローの全額を、⼈的資本・設備を含む成⻑投資と、株主還元（配当）に分配する⽅針
ー現預⾦については⼀部を借⼊⾦の返済原資とするとともに、別途活⽤を検討

キャッシュアロケーション

営業
キャッシュフロー

125億円

営業
キャッシュフロー

設備投資
46億円

⼈的資本への投資 13億円

配当 28億円

設備投資

⼈的資本への投資

配当

2025/3期 実績 2026/3期〜 ⽅針

借⼊⾦返済 20億円

現預⾦ 18億円



当社が⽬指す好循環な経営サイクル

業績の向上（利益）業績の向上（利益）

顧客の創造・顧客満⾜度の向上顧客の創造・顧客満⾜度の向上

安定的な株主還元の向上安定的な株主還元の向上

付加価値
の最⼤化
付加価値
の最⼤化

⼈的資本
への投資

設備投資
（店舗・⼯場など）





Appendix
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積極的な⼈的資本投資の成果

ー現在の仕事・会社・職場に満⾜している従業員の割合は2018年から増加
ー従業員の平均勤続年数は2005年3⽉期から約2倍へ伸⻑し、離職率は6％台と低⽔準で推移

12.8%

9.6%
7.8% 6.9% 6.1%

6.0 6.5

8.1

10.1
11.5

05/3期 10年/3期 15年/3期 20年/3期 25年/3期

従業員の総合満⾜度 平均勤続年数と離職率の推移

2025年

離職率

平均勤続年数(年)

2018年

満⾜
68.5％

満⾜
58.5％

どちらともいえない
20.5％どちらともいえない

25.3％

不満
11.5％不満

16.2％
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ー店舗のQSCと⽣産性の向上に向けて、店舗へのデジタル投資を本格化
ーデジタル技術で効率化した時間を接客サービスや従業員とのコミュニケーション向上に活⽤

デジタル技術活⽤による⼈にしか提供できない価値の向上

効率化した時間を
接客サービスの向上に活⽤

POSの⼊れ替えを本格展開

⾃動釣銭機 セミセルフレジ POSレジ2台体制

導⼊店舗数
242店舗

導⼊店舗数
149店舗

導⼊店舗数
329店舗

テイクアウト・デリバリー関連システム導⼊

効率化した時間を
従業員とのコミュニケーションの向上に活⽤

売上⾼の予測に基づく
シフト管理サポートシステムの導⼊

店舗オペレーションのデジタル投資戦略

デリバリー注⽂⼀元化
システム

導⼊店舗数
339店舗

お客様呼出システム

導⼊店舗数
23店舗

店舗運営のデジタル投資戦略

テイクアウト
ネット予約

直営店全店に導⼊
549店舗

FC店49店舗

NEW



E-mail︓ir@ohsho.co.jp

部⻑ 稲垣 雅弘
副部⻑ 加藤 博也
副部⻑ 庄司 達⽣
課⻑ 相川 隆

●将来予想に関連する記述については、⽬標や予測に基づいており、
確約や保証を与えるものではありません。

●予想と異なる結果になることがある点を認識された上で、ご利⽤下さい。

お問い合わせ先
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広報IR部


